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【資 料 － １】①

対象事業位置図

庄川直轄河川改修事業
（再評価）

常願寺川水系直轄砂防事業
（再評価）

小矢部川直轄河川改修事業
（再評価）

手取川直轄河川改修事業
（再評価）

国道８号 入善黒部バイパス
（再評価）

国道４１号 猪谷楡原道路
（再評価）

国道１５９号 羽咋道路
（再評価）



【資料－１】②

平成29年度　第２回事業評価監視委員会　審議案件の概要

【再評価】

前回再評価 今回再評価 前回再評価 今回再評価 前回再評価 今回再評価

 １）河川事業の再評価

・庄川直轄河川改修事業 28.3 28.3 一括審議

(32.6) (32.6)

・小矢部川直轄河川改修事業 29.2 29.2 一括審議

(29.2) (29.2)

・手取川直轄河川改修事業 50.5 50.5 一括審議

(35.0) (35.0)

 ２）砂防事業の再評価

・常願寺川水系直轄砂防事業 6.7 6.7 一括審議

(7.1) (7.1)

 3）道路事業の再評価

・国道８号　入善黒部バイパス 1.1 1.1 一括審議

（富山河川国道事務所） (2.7) (3.8)

・国道４１号　猪谷楡原道路 重点審議

（富山河川国道事務所） 事業費の大幅な増加のため

・国道１５９号　羽咋道路 1.1 1.1 一括審議

（金沢河川国道事務所） (1.2) (1.2)

※表示桁数の関係で増減率と一致しないことがある

審議区分 備考

※国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領の運用につい
て(通知)に基づき、B/Cは平
成26年度評価時点

※国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領の運用につい
て(通知)に基づき、B/Cは平
成26年度評価時点

※国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領の運用につい
て(通知)に基づき、B/Cは平
成26年度評価時点

※国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領の運用につい
て(通知)に基づき、B/Cは平
成26年度評価時点

約305億円（36％）

約15億円（13％）

（立山砂防事務所）

再評価後３年経過 約854億円 事業継続平成24年度

再評価後３年経過
約114億円

（増額2％）
（富山河川国道事務所）

（富山河川国道事務所）

事業継続平成20年度
約389億円

（増額1％）
約116億円（30％）

（金沢河川国道事務所）

平成26年度

平成26年度

平成26年度

30年

対応方針
(原案)

再評価後３年経過

事業継続平成18年度 再評価後３年経過

事業継続平成27年度

約96億円
（増額1％）

約48億円（50％）

全体事業費

事業継続平成2年度
社会経済情勢の変化等
により再評価の実施の
必要が生じた事業

・防災面の効果が特に大きい
事業

※国土交通省所管公共事業の
再評価実施要領の運用につい
て(通知)に基づき、B/Cは平
成26年度評価時点

約887億円
（増額3％）

約681億円（77％）

事業継続平成9年度 約259億円（72％）－

事業継続平成20年度 再評価後３年経過 約145億円 約23億円（16％）平成26年度

－

約145億円

H29年度末までの投資額
見込み(進捗率)

事業名等 事業化等年次 前回再評価年度 該当要件

全体B/C
（残事業B/ C）

事業期間

平成26年度

平成27年度

平成27年度

約386億円

約112億円

約96億円

約854億円

約862億円

約320億円
社会経済情勢の変化等
により再評価の実施の
必要が生じた事業

30年

30年 30年

30年 30年

約360億円
（増額13％）

16年 16年

17年 17年

37年 42年
（延長14％）

26年 26年


